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          5月  新規褥瘡発生   4人     

                              （6月褥瘡予防対策委員会より） 

千里中央病院 看護部 

個人の了承を得て写真を使用しています。   発行：看護管理室 

６月20日第1回ACP研修開催    

          ACP研修プロジェクトリーダー 東4階看護師長 

『そのときが来たら、考えられない だから人生会議 人生会議って何？』 

まずは、自分自身の価値観を知ろう！を目標に研修を行いました。看護師・
検査科・放射線科・薬剤科・栄養科・作業療法科・医事課から合計16名が 
参加されました。もしばなカード（普段話しにくい「もしもの時」に   
ついて、気軽に話し合うきっかけを作ることを目的としたカード）を使用し
て自分が大切にしたいこと、人生の終わりに願うことなど、カード3枚を 
選び、自分がなぜそのカードを選んだか   
グループ内で発表 を行いました。大切に   
している部分が少しずつ隣の方と違うことに 
気が付かれたと思います。 

参加者のアンケート結果で「自身の価値観を知るだけでなく、大切な人に
知ってもらう大切さを知ることができた」「家族ともしばなカードを  

やっていみたい」など、自分の大切な人とこの 
話題について話をしてみたいと思った方があり、
研修の意図以上のものが伝わったのかなと思い 
ました。この研修は9月・12月に同様の研修を企画
しています。皆さんの参加をお待ちしています！ 

 7月  研   修 ・ 行  事 

今月の偉人名言 

感謝は最大の徳であるだけでなく、全ての徳の源である。 

                         マルクス・トゥッリウス・キケロ 

15日 新人看護師「SBAR・BLS] 

17日 臨地実習指導者育成カンファ① 

29日 新人研修「夜勤業務・ 

          心電図モニター 

31日 褥瘡とポジショニング 

   インターンシップ受け入れ 

 2日 認知症ケアスペシャリスト 

2・16日 法人卒後Ⅲ「主体的チームつくり」 

 3日 法人介護職「認知症について」 

 8日 排泄ケアスペシャリスト17期② 

10日 音楽会 

12日 法人管理職「メンタルヘルス・ 

              ハラスメント」 

14～30日 ふれあい看護体験受け入れ 

臨床倫理検討会           リーダー 西6階主任看護師 

皆さん、日ごろのケアの中で「どうしよう？これで良かったのかな？」  
と感じる瞬間はありませんか。「もやもや」する場面を経験された方は  
多くいると思います。 

臨床倫理検討会では、病棟から事例提供をして頂き、他職種でそれぞれの 
視点から意見を出し合い多角的に検討しています。他職種で
チームとなり、多角的に検討することで現在のケアが最善の 
ケアであるか、患者中心の判断が可能となります。 

今年度も７月～1月にかけて事例検討会を行います。臨床倫理
検討会メンバーの方でなくても、どなたでも参加可能です。 
日頃の「もやもや」を一人で考え込まず、院内のチームで話し
合いをしてみませんか。皆さんの参加をお待ちしています。 

伊藤看護部長  

 早 々 と 梅 雨 明 け し、今 年 も 暑 い 夏 に な り そ う で す ね・・     

暑さに負けず楽しい夏になるよう頑張っていきましょう！ 

2025年6月に「看護の将来ビジョン2040」が公表されました。将来を見据え

て看護が進むべき方向性、果たすべき役割が明示されています。 

2040年に向けて、さらなる少子高齢化の進展、そしてDXの推進や働き方 改

革 な ど、看 護 を 取 り 巻 く 環 境 は 大 き く 変 化 し て い ま す。 

私たち看護職がこれらに対応し、引き続き人々のいのち・  

暮らし・尊厳をまもり支え続けるために何をすべきか…新たな

ビジョンとして明示されています。看護に期待されるものを  

踏まえ、変化に応じて看護のもつ力を十分に発揮していくために、

2040年に向けて、看護が目指す３つの目標が挙げられました。 

「看護の将来ビジョ

ン 2040」を 一 読 し、  

自身が何をすべきかを考え

る機会にしてほしいです。 

●その人らしさを尊重する生涯を通じた支援 

●専門職としての自律した判断と実践 

●キーパーソンとしての多職種との協働 


